
1 

 

 

 
2018 年 8 月 9 日 

 

今回のエッセイは、「8月 6 日に、A法人部長からいただいたメール」から介護職員の育成課題につい

ての考えと、私がエッセイを書いている理由についてです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成が、ここ 10年で大きく変化している。その通りだと思います。 

介護業界の根本的な課題の中で、医療と違い「資格ない人」でも「資格ある人」と同様な仕事ができる

仕組みこそが、介護業界の根幹的な課題ではないかと私は思っています。 

 

10 年前までは、人が足りていないといえども、求人において人を選ぶ事ができました。しかし、数年

前から、人を選ぶことができなく、来る人拒まずの傾向が続いています。 

 

国も明確に多様な人材の採用を推し進めています。 

［8月 6 日］A法人部長からいただいたメールより 

 

 

介護職員の育成は永遠の課題ではありますが、私はやはりこの業界の根本的な課題を捉えないと意味

がないではないかといつも思っています。 

  

病院はどこを利用しても大きな差は感じませんが施設は施設長の考えにより差が非常に大きいと思

います。 

その差を少し整理したいと思います。 

  

１、施設は生活を支えているのでそれぞれの生活の考え方により差が生じる 

２、経営している法人や株式会社の考え方により差が生じる 

３、介護教育のカリキュラムの違いにより差が生じる 

  

いろいろありますが私が感じるのは今さらですが単に育成というより倫理と道徳と適正が教育に大

きく左右し施設の差にも繋がるように思えます。 

  

看護師は３年の教育で技術、知識の教育を受け自分の適正にも気づき辞める方もいますがこの期間で

嫌になるほど倫理を学びます。 

介護は倫理を学ぶ機会が断然少ないように思います。 

ですので、実際の現場を見てから適正に悩む方も多いのではないかと思うのです。 

 

〈中略〉法人の具体例がありましたので抜いています。 

 

人材育成という永遠の課題に取り組みながら悩みがここ１０年で変化していることにも気づきまし

た。 

それでも「介護は人が人を看ることが価値ある仕事であり誇りでありたい」と思います。 
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このあたりが、いただいたメールでの「単に育成というより倫理と道徳と適正が教育に大きく左右し施

設の差にも繋がる」ことにも繋がってきているのではないでしょうか。 

 

この根幹的な課題「資格ない人」でも働けることは、今さら国も変更できません！ 

そして昨今の「人がいない」です。倫理や道徳と個々の適正など含めた介護職員育成のあり方自体がこ

の 10年で大きく変換しているのです。 

 

いただいたメールで、「施設長の考えで差が大きい」は、施設長自身また法人がこの実態についてこら

れているのか、今までの育成のあり方でいるのか、これからの時代に乗ってこられるのか、このことこ

そが、これからの介護業界の根幹の課題になってきます。 

 

法人、施設、職員の覚悟が必要な時代です。 

「人がいません」そして今後、外国人の助けが必要になってきます。これを受け止められますか？ 

 

「やりがい」「誇り」を持って仕事していても、施設で働いている人たちは、将来のことに不安を持ち

ながら仕事しています。「人がいない」「人が辞めていく」「入ってくる人は、多様な人たち」「働いて職

場は、年々、人が少なくなっていく」どうすればいいの、こんなに頑張って働いても・・・。 

 

私がエッセイで書いてきているのは、多様な人材を受け入れていく時代に対して、今ならまだ「人材の

育成」の質を変革していく事ができる。それには、法人、施設、職員が「人材の育成」の新たな必要性

を認め、前に向くことではないかと考え書き続けています。 

 

 

 

 

 

いただいたメールからの学びです。感謝！ 


